



Offshore Fishing in the Age of Wasen （Traditional Japanese Ships）:
Its management plagued by financial difficulties and poor catches




























































一鰈網 八人乗 菅原長四郎 一鰹船 拾一人乗 同人
一流網 四人乗 同人 一鰈網 八人乗 菊田三蔵
一鰹船 拾一人乗 同人 一流網 三人乗 菊田磯之助
一鰹船 三人乗 小野寺伝兵衛 一流網 四人乗 菊田孫蔵
一鰹船 九人乗 小松門蔵 一鰹船 四人乗 同人
一流網 四人乗 同人 一流網 五人乗 小松豊作
一鰹船 五人乗 同人 一鰹船 七人乗 同人
一鰈網 八人乗 菊田春治 一流網 四人乗 小松合蔵
一流網 五人乗 同人 一鰯網 五人乗 小山重右衛門
右ノ通リ取調候也
　　　　　明治 17年 11月 19日
　　　　　　　　　　　　組長　小山重右衛門
 （「外畑家文書」No. 228）












氏　名 鰹 流 鰈









村上市蔵 11 5 8
菅原長四郎 11 4
堺　源吉 11 4 8
〃 ○ 5
村上元治 11 5 8
村上彦兵衛 11 5 8
菊田春治 11 5 8





























小野寺清治 ○ 5 8
〃 ○ 4

































































⑦　表 2でカツオ漁について不明の船 25隻のうち、冬漁を兼業すると推定できる船は 14隻を超
える。これらの船の大部分も夏のカツオ漁を行っていたものと推測される。
表 4　和船経営業務表






























































































A 船主船元 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　委嘱船頭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
B 船頭船元 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




鰹釣漁 流網漁 鰈網漁 赤魚漁





















4人 1 11 1 1











































































右明治 20年 5月 5日新規造船落成仕候間御検査之上御鑑札被下被成下度税金之儀御達次第
二上納仕候間此段奉願候也




































































































番号 業務内容 A B 番号 業務内容 A B船主 船頭 船元 船主 船頭 船元
1 造船届 ･船鑑札 ･会計帳付け ○ 20 水上帳等記入 ○ ○ ○
2 漁船借用契約・運上金 ○ 21 他港入港遣い貸し出し ○ ○
3 船頭を頼む ○ ○ 22 生活資金の貸し出し ○ ○
4 船方を頼む ○ ○ 23 不時の出費貸し出し ○ ○
5 格揃えのお日待ち ○ ○ 24 留守家族の参詣 ○ ○ ○
6 船内役職 ･櫓割りの決定 ○ ○ 25 引き魚･分け魚･臓物等分配 ○ ○
7 乗っ立ち遣い貸し出し ○ ○ 26 終漁の決定 ○ ○ ○
8 出船前作業 ○ ○ 27 豊漁時カンバン支給交渉 ○ ○
9 積み込み（食料 ･水 ･薪等） ○ ○ ○ 28 道具上げ ･船立て ○ ○ ○
10 出船参詣 ○ ○ 29 船を返す ○
11 日和見 ･出船決定 ･船方通知 ○ ○ 30 船主 ･問屋との値立て交渉 ○ ○
12 出船送り（家族） ○ ○ ○ 31 漁期の総決算 ○ ○
13 金華山 ･塩釜様参詣 ○ ○ 32 代分け ･個人毎勘定書 ○ ○
14 寄港地での貸し出し ○ ○ 33 カンバンを仕立てる ○
15 餌活け（予約の網で） ○ ○ 34 切り上げのお日待ち ･参詣 ○ ○
16 漁場選定 ･操業指揮 ○ ○ 35 現金支給 ･宴会 ○ ○
17 母港入港 ･納屋に水上げ ○ ○ ○
18 納屋前仕事（鰹節 ･肥料製造） ○































呼称 敷長 幅 帆数 櫓数 乗員
12枚船 25尺 5尺 5寸 12枚 4丁 4～5人
20枚船 30尺 7尺 20枚 7人
30枚船 33尺 7尺 8寸 30枚 7人
6反船 33尺 30枚 8丁 10人


































































































33尺、幅 1丈 1尺。櫓 8丁でデッキはなく、ともにただ寝た。
・ 和船を作るには、毎日 3、4人ずつで 2ヶ月はかかる。けあご（船材）の木殺しに 1番かかった。
・ 舵は幅 1尺 2寸、長さ 1丈 5尺位で、楢の一枚板で作った。船が着岸するとこの舵をはしけ
にして渡った。
・帆柱は 9尋 3尺の長さで、まわり 3尺もある 1本もので作る。
・大漁のとき立てるおしるし








































































































































































































薪   代 約 15円
参詣費 30円














徳三郎（浦の浜）である。明治 43（1910）年のカツオ漁期の総水上高は 875円 45銭で、入料合計
は 495円 32銭、純利益は 380円 13銭であった。



























で 26、7尺から 33尺位の船で、櫓は 7丁、8丁だった。8丁櫓の船を大 7
反船という。





























































































































































































1849 嘉永 2 1
1850 嘉永 3 1 1
1851 嘉永 4 1
1852 嘉永 5 1 1
1853 嘉永 6 2 2
1854 安政 1 4 1 1
1855 安政 2 1 2 1 1
1856 安政 3 1 2 1
1857 安政 4 2 4 1 1
1858 安政 5 2 2
1859 安政 6 1 3 1 1
1860 万延 1 2 3 1
1861 文久 1 2 3 1 1
1862 文久 2 3 3 1 1
1863 文久 3 2 2 1 1
1864 元治 1 2 2 1
1865 慶応 1 2 6 1
1866 慶応 2 2 3 1 1
1867 慶応 3 1 2 1 1
1868 明治 1 1 3 1 1
1869 明治 2 1 4 1 1
1870 明治 3 1 4 1 2
1871 明治 4 2 4 1
1872 明治 5 2 4 4 1
1873 明治 6 1 4 1 1
1874 明治 7 2 4 4 1
1875 明治 8 1 4 1
1876 明治 9 1 4 1 1
1877 明治 10 3 1 1
1878 明治 11 3 3
1879 明治 12 1 4 1
1880 明治 13 2 4 1 1 1
1881 明治 14 2 4 1 1
1882 明治 15 3 3 2
1883 明治 16 1 1 1
1884 明治 17 1 3 2 2 2
1885 明治 18 2 2 3 1 1
1886 明治 19 1 3 5 2 1
1887 明治 20 1 1 1
1888 明治 21 1 2 1 1
1889 明治 22 2 2 1 2
1890 明治 23 1 2 2 1
1891 明治 24 2 5 1
1892 明治 25 1 8 1
1893 明治 26 1 5 2 1
1894 明治 27 1 3
1895 明治 28 4 8 1 1
1896 明治 29 1 2 2
1897 明治 30 2 6 1
1898 明治 31 1 8
1899 明治 32 2 7
1900 明治 33 3 4 2
1901 明治 34 5
1902 明治 35 3
1903 明治 36 1
1904 明治 37 7
1905 明治 38 1 5
1906 明治 39 3
1907 明治 40 1 7
1908 明治 41 8
1909 明治 42 2 6
1910 明治 43 4
1911 明治 44 4





































3隻で、同 3（1870）年から同 19（1886）年にかけては 4隻が稼働していた。































































































































4. 30 51銭 町小使
30 21銭 石油缶代
30  45円 旦那ヨリ預金
30 10銭 菓子
30 6銭 熊吉　手拭
30 12銭  同　　煙草
5. 1 50銭 吉之進
1 51銭 2厘 出船　御神入祝儀


















6. 15 7円 50銭 御崎様　御膳金
15 1円 50銭 味噌　鹿折ヨリ



































月　日 摘　要 月　日 摘　要
旧 目出度初 他所売
5. 2 尾長鰹   　10本 6. 5 85円 50銭　　　　米崎村売
五太鰹   　11本　　　欠新平 　　 25銭　　　　運治小引
21 六ツ鰹　     2本 9 65円 30銭　　　　志津平磯売
28 　　　　　　　　　　新平乗込   9円 24銭　　　　志津川売り
6. 14 六ツ鰹　   98本   2円 75銭　　　　常治郎欠
八ツ鰹　   60本 7. 6 六ツ鰹　514本
しび　　 　4本 尾長鰹　　2本
泊　  しび 11本 　　　此代金　2円 40銭
五太鰹　　 3本 　　　　　　　　　金兵衛売
16 八ツしび 　1本 50銭　船頭小引 8. 22 六ツ鰹　 66本　　出島売
八ツ鰹　　 2本 25銭　吉之助小引 　　　　　　　　　　　欠吉之助 99銭 6
22 泊リ鮪　   11本　　　 外浜ニ託ス 　　　　　　　　　　　善七 1円 39銭
7. 9 八ツ鰹　 　8本　　　 旦那ニ上ゲ 24 麓ツ鰹　 22本　　　出島売
9. 27 四ツ鰹　 　6本　　　 欠新平 50銭 　　　　　代金 8円 72銭
　　　　　　　　　　 欠善七　1円 9. 6 大六ツ　 12本　　 沖売
9. 3 六ツ鰹　227本 　　　　　代金 7円 80銭










現売金高　　227円 52銭 5厘 10 大四ツ　 15本　　大船渡売
2口〆　　　 568円 52銭 5厘 　　　　　　 10円 80銭
　　　　　　　4円 55銭　　　　小引〆高 13 六ツ　　 4本　　釜石売
　　　　　　　7円 14銭 2厘　　　　船元 　　　　　　　　1円 80銭
　　　　　　　2円 78銭 2厘　吉之助欠前 　　　　　　　　欠　　同
　　　　　　　2円 19銭 1厘　　新平欠前 22 鮪　　　 11本　　沖合売
　　　　　　　9円　　　　 昨年帆貸損料 　　　　　　　22円
合金　　　　607円 11銭 2厘　　　水揚高 　　　　　　　　欠　　同
　内　　　    450円　　入料〆高 惣計　　　　　272円 52銭 5厘
差引残金　    157円 11銭 2厘
　此ヲ 15半ニ割




2　現売金高　　　金 277円 52銭 5厘
3　二口〆　　　　　 568円 52銭 5厘○合
4　　　　　　　　　　 4円 55銭　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  小引入高
5　　　　　　　　　　 7円 14銭 2厘　　船本欠前
　　　　　　　　　　　 2円 78銭 2厘　　吉之助欠前
　　　　　　　　　　　 2円 76銭　　　　常治郎欠前　　　欠前
　　　　　　　　　　　 2円 09銭 1厘　　新平欠前
　　　　　　　　　　 10円 26銭 2厘　　善七欠前
　　　（欠前）〆金　 25円 03銭 7厘　　欠前〆高〇
6　合計（3＋4＋5）
　　　　　　　　　　 598円 11銭 2厘
7　　　　　　　　　　 9円　 　　　　　帆□　帆貸付捐料
8　合金（6＋7）
　　　　　　　　　　 607円 11銭 2厘　　水揚高
　　□
　　一金　　　　　　 450円 　　　　　　入料〆高
9　差引残金　　　　 157円 11銭 2厘
10　右ヲ 15人半ニ割（157円 11銭 2厘÷15人半）



















































































































































































朝の出船に（ヤーヤ）　花が咲き揃う（ヤーヤ） ○ ○ ○ ○
入津のお船に（ヤーヤ）　実がなる（ヤーヤ） ○ ○ ○ ○
（ユイドハー　ユイドハー） ○ ○ ○ ○
ゆるゆるとお控えなされ　土佐からお船が着くまで ○ ○ ○ ○

















この浦を盛らせ給え　お恵比寿 ○ ○ ○
はかるならば　お枡でお金を　これ七枡 ○ ○
朝の出船に　朝日のお出に　やれすずすずと ○









































































































































































明治 10年（1877） 2月 16日 浦の浜中のカレイ網船が遭難し、6人死亡。
明治 14年（1881） 4月 2日
村上善助ら 6名が、牡鹿郡遠島沖で遭難した村上四郎ら 7人を救助し、県知事より各々 1円
50銭賞与された。
明治 17年（1884） 8月 19日 村上丈之進ら 8人遭難。
明治 25年（1892） 5月 8日 白幡虎治ら 4人、気仙郡綾里沖で船が転覆し、同村民らに救助された。
明治 28年（1895） 2月 1日 村上永八家の婿ら 5人遭難。
明治 28年（1895） 2月 長崎西家船で、水上勝蔵ら 4人死亡。
明治 29年（1896） 6月 15日
旧暦端午節句の夜、大津波来襲。大島村も大被害。溺死者 61人（内児童 12人）。流失家屋 88
戸、半壊 16戸。
明治 34年（1901） 高井田淵新屋の流網船遭難し 4人死亡。
明治 35年（1902）11月 24日 大水ノ上の流網船遭難し 5人死亡。
明治 36年（1903） 5月 1日 竹ノ下櫻田安左衛門、藤株勇太郎ら遭難。船は牡鹿郡大須崎で発見。小松熊吉の遺体収容。
明治 38年（1605） 6月 7日 菊池源之丞ら 8人、大島沖 20海里で転覆し、階上村小松清蔵らに救助された。
明治 40年（1907）頃 磯草の鳥助ら乗船のモウカ流網船が転覆し、磯草の船に助けられた。




明治 42年（1909） 長崎の村上伊久治船が遭難し 4人死亡。
明治 43年（1910） 9月 18日 小野寺常治乗りの大和丸が大島沖で他船と衝突して櫓 3丁を損失、この損害 10円。
明治 44年（1911） 2月 7日
気仙郡綾里村富崎助蔵外 4名、出漁中暴風波浪のため転覆したのを、大島村崎浜の小野寺善
蔵らが救助し、岩手県知事より金 70銭の賞金と賞状を授与される。
明治 44年（1912）10月 16日 菊池平七船が、歌津沖で遭難し同村阿部嘉治らに救助された。
（『海鳴りの記』『気仙沼市史』Ⅴ産業編（下）を基に作成）




































流失 6 2 2 4 14
全壊 2 2





戸数 135 47 59 8 249




男 10 2 8 5 25
女 19 7 8 2 36















　明治 44年 2月 7日気仙沼綾里村富崎助蔵外 4名出漁中暴風波浪ノ為メ船具ヲ毀損シ乗船
ノ自由ヲ失ヒ将ニ転覆溺死セントシタルヲ小野寺善蔵外 9名ト協力救助シタル段殊勝ニ付為
賞金 70銭下賜候事




























































































　1．会員拠出金 946,000円 1．由来碑工事費 1,350,000円
　2．地区内寄付 1,775,000円 2．記会誌印刷代 950,000円
　3．大島出身漁労長寄付（71名） 683,000円 3．周辺整備費 212,390円
　4．特別寄付 250,000円 4．記念品代 520,000円
　5．雑収入 70,572円 　 その他 692,182円


























































事例 1 事例 2
字長崎 　村上 字長崎 　村上
1.田 3畝 16歩 1.田 4反 6 畝 14歩
明治 24年 質　取 中井 明治 24年 質　取 中井
26年 質取戻 村上 26年 質取戻 村上
26年 買　得 新沼 26年 買　得 新沼
27年 代　替 新沼 27年 代　替 新沼
29年 買　得 金野 29年 買　得 昆野
30年 買　得 村上 30年 売　買 村上
31年 売　買 白幡 30年 同　上 村上


















年月 異動児童 区別 異動先学年 姓 性別
明治 41年 3月 尋 4 小野寺 女 退学
明治 43年
4月 尋 4 小松 男 転出 階上（村）へ
〃 〃 小野寺 女 転出 松岩（村）へ
6月 尋 4 村上 男 転出 折壁（村）へ（岩手）
9月 尋 4 小野寺 女 転出 大谷（村）へ
10月 高 1 村上 女 退学 退学願あり
11月 尋 2 菊地 女 転出 大谷（村）へ
〃 高 2 村上 女 退学 退学願あり
12月 高 1 村上 女 退学 家事都合
明治 44年 3月
尋 5 村上 男 退学 家事都合
〃 菊田 男 転出 唐桑（村）へ　2名
〃 村上 女 転出 大谷（村）へ　3名
〃 菅原 女 転出 松岩（村）へ
尋 6 村上 女 転出 唐桑（村）へ
〃 吉野 女 転出 階上（村）へ
（「大島小学校保存文書」を基に作成）
▶▶▶ 58
省き副業をして安定資本を造成せよと指導した。
　また、同年の村会に「他町村ニ土地、建物ヲ売却スルコト」についてを議題とし、他町村に売ら
ないで、村で保有するようにしたいと提案していた。
　漁船経営者が困れば当然、船方も困窮することは必定である。不漁続きや経営の失敗から働いた
賃金も満足に支給されない船方と、その家庭では、子どもを子守り奉公や網仕事に出す家もあった。
　大島小学校児童の明治 40年代の転出状況を見ると、中・高学年の男女の生徒は、近隣の町村へ
転校している（表 16）。これは、男は網人として大谷村・唐桑村方面に行き、女は大谷村や階上村
をはじめ気仙沼町などへ子守り奉公などであった。
　当時、気仙沼小学校では、子守児童が幼児を背負って登校することを許し、これらの子守児童だ
けで、子守学級を編成して指導したと、学校沿革史に記されている。
　和船時代に大漁をして、カンバンを支給された年もあったが、明治中期頃から漁船経営もきびし
くなり、明治 30（1897）年から同 40（1907）年にかけて倒産する家も出てきた。
　こうした暗いムードの中で、機械船の高いエンジン音で遠洋漁業の新時代を迎えたのであった
が、大島の経営者の中には資金も尽き、資産を失って、起業意欲まで喪失してしまい、黒煙を上げ
て自走する船を、羨望の眼で見る人たちもいたのであった。
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れの儀式を行う。儀式は秘儀とされて、夜中に
棟梁と船主で行い、船の梁切りなどに五穀や人
型などを入れて蓋をする。その後、進水や試運
転をしたり餠撒きをして祝宴をする。
おもてづな（表綱）　船首を繫留するロープ。
おやじ（親爺）　和船時代の船内役職の一つ
で、船頭が任命する。船頭を補佐し船内をまと
める役目であった。
かくぞろえ（格揃え）　漁期初めに乗船契約し
た船員の集会
和船時代の漁業用語解説
あか（淦）　船底に溜まった海水。「あかかい」はあか水を汲み出す道具。
あたりきん（当り金）　漁期末の配当賃金。それまでの借入金がオーバーしているときは、次期漁
期に繰り越される。
いけす（生け簀）　餌イワシなどを海中で保管する装置。
いりょう（入料）　漁船経営で操業に必要な経費で、漁具・燃料・餌料・食料・人件費・参詣費な
どがある。
いれふね（入れ船）　操業を終了して港に帰港すること。
いわしいけ（鰯いけ）　カツオ釣りの餌イワシを、網元から仕入れること。
うぶすなまいり（産土詣り）　お日待ちなどの行事のとき、郷土の神社・仏閣を巡って参詣するこ
と。
うみじる（海汁）　沖で獲ったカツオをたたいて団子にして、味噌汁を作って飲む。これを「うみ
じる」といい、だんごは「かつだんご」として、家にお土産として持ち帰った。
うんじょうきん（運上金）　漁船を所有しない船元が、問屋船主などから漁船を借りるとき支払う
金をいう。新船で 50円、中古船で 30円くらいであった。
えさかい（餌買い）　カツオ漁に必要な餌イワシを網元から仕入れる人で、必要なとき、必要量を
調達する仕事で、乗船員と同じ待遇を受けていた。
おおなかけいひ（大仲経費）　漁具・燃料・餌代から参詣経費までの必要経費を、経営者（船元）
と船員が共同で負担する制度。
おきうり（沖売り）　漁獲物を港で水上げしないで、迎え買い船などに沖で売ること。　
おきあいちょう（沖合帳）　船頭が記帳する帳面で、魚体別漁獲数や水上げ記録から、船内で船方
に小貸しした金額などを書き留めていた。
おせがき（お施餓鬼）　海難事故などで死者が出ると、葬儀の後に「浜洗い」と称して施餓鬼法要
を行う。これには、ほとんどの家が参加し先祖供養も行う。この施餓鬼が終わってから海の仕事を
再開する。
おひまち（お日待ち）　漁期始めの「格揃え」や、終漁後の勘定のときに「お日待ち」を行う。会
場は船元宅で、船元とかしきは早朝から身を潔めて準備に入り、調理から配膳まで女手を借りずに
行う。このときの宴会では必ず「唄い上げ」が唄われ、その後盛大に宴会が行われた。
おふなだま（お船霊）　船の大小にかかわらず新たに造船すると、船大工棟梁によって、お船霊入
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かけまえ（欠け前）　何かの事情でその航海を休むこと。漁期末の勘定のとき休航日数分を差し引
かれる。
かしき（炊夫）　船内の食事を炊事するのが主要任務であるが、その他の雑用もみんなから頼まれ
ることが多く忙しく働いていた。釣り方が始まると、餌運びやその散布もする。かしきはたいてい
初乗りの若人が担当する仕事であった。
かっこ（小舟）　棚板 1枚、敷長 10尺前後の小舟。
かめ（魚倉）　餌イワシを入れるため海水を入れておく魚倉で、漁獲した魚も入れる。
かんばん（看板）　漁期が豊漁のとき船主が、船方へ賞与として支給する染物の長着物。松竹梅や
鶴亀の模様のほかに、経営者の屋号・船名・漁種なども入れて華やかなものであった。
きつさま　棚板 2枚をはぎ合わせて造る 20尺前後の木造の舟。
きりあげ（切り上げ）　漁期を終了すること。切り上げ後に船を片付けて、漁期の水上げの勘定の
お日待ちを行う。
くちあき（口明き）　アワビやウニなどは、ふだんは禁漁となっていて、採取する日を定めて一斉
に出漁する。サンマなども解禁日が決められている。
ごゆわい（ご祝い）　お日待ちなどの行事のとき唄われる「大漁唄い上げ」を、「ご祝い」といって
いた。この唄が出ると人々は正座して歌い、聞くしきたりであった。
ごぜんきん（ご膳金）　神社仏閣に奉納するお金で、熨斗袋には「御膳金」、「御宝前」と書く。
さがり（下り）　漁期末の精算のとき、それまでの借り入れ金が配当金より多いときを、「さがり」
といい、配当は赤字となる。さがりは次期漁期に繰り越される。
さっか　薪をうすく削って、船内で火を燃やすとき使う。
しきちゅう　漁期中のこと。
じきのり（直き乗り）　船主の家族が船頭として乗船し操業する形態。
しび（マグロ）　大島では明治頃まで、マグロを「しび」と呼んでいた。
しろ（代）　漁期末の勘定で決まる船員一人当りの配当金。「歩金」、「歩合」ともいう。普通船員は
1代で、船頭は 2 代の配当が行われていた。
ずぶ（着物）　布を 2、3枚重ねて、細かい針目で刺して縫った労働着。
だいなんおき（大難沖）　陸地が見えなくなる沖合のこと。
つの（角）　牛や鹿の角を使って、カツオ漁用の擬餌鉤を作った。
つぶし（亀山つぶし）　山測りで沖へ漕行して目標の亀山が見えなくなる地点を、「亀山つぶし」の
ように言っていた。
つみづけ（積みづけ）　出港前に食料・水・薪などを船内に準備すること。「仕込み」ともいう。
つめづかい（詰め遣い）　船元から正月用資金として、船員に一律に貸し出されるお金。
どうまわり（胴廻り）　船内役職の一つで、かしきを終えた人が任命され、かしきに協力して餌撒
きや船内の雑務をしていた。
とうにまわり（唐丹廻り）　当地の漁夫たちが、岩手県唐丹方面に出稼ぎすることをこう称してい
た。
とめぶね（泊め船）　操業後帰港しないで沖合で停泊すること。
ながれほとけ（流れ仏）　漂流している死体を発見すると、必ず引き上げて丁寧に回向した。
なぶら・なむら（魚群）　魚が群れをなしている様子。海面の色や鳥の動きなどで魚群を探してい
た。
ならいかぜ（西風）　西風の和名。
大島の漁撈民具の展示（大島開発総合センター）
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3、400匁以下はモンドウと呼んでいた。
やまばかり（山測り）　和船時代の航海では、
特徴のある山や岬などを目印として操業してい
た。山影の重なり具合で、方角や距離を推定す
る方法を「山測り」と称していた。
ろわり（櫓割り）　和船時代に、船員の櫓櫂を
操作する場所を船頭が指名していた。これを
「櫓割り」と呼ぶ。
わけざかな（分け魚）　漁獲した魚の中から乗
船者に平等に無償で与えるもの。
なりきき（鳴り聞き）　出港を決めるため船頭たちは、早朝に海の鳴り音を聞いて判断した。
ねねよ（袮々魚）　神社仏閣に奉納する魚。
ねたて（値立て）　和船時代のカツオ漁で、漁期末の勘定のとき問屋と船員側との間で行われる魚
価の交渉。
ねっことせい（根っこ渡世）　沿岸で網漁や、小漁、磯漁をする仕事をいう。
はつのり（初乗り）　初めて漁船員になった人は、漁期の中ごろに船内の人たちを招待して宴席を
設けてご馳走をする。
ひきよ（引き魚）　漁獲した魚を自家用として持ち帰ることができた。これを、引き魚と称して勘
定のとき代金が精算された。
ひよりみ（日和見）　船頭がその日の出港の可否を決めるため、早朝に天気具合を調べて判断した。
ふなおろし（船下し）　新船を進水させる行事。
ふなたて（船立て）　木造漁船保護のため船を浅瀬に引いて、火を焚いて船体を炙り、船�い虫を
駆除した。
ふなむかい（船迎い）　和船が入港すると、家族たちは魚桶を持って港に船迎えをした。分け魚や
土産物をもらって帰宅した。
ほしこ（星こ）　魚の心臓。鰹の初漁のときは、星こを船元の神棚に供えて拝んだ。カツオやサメ
の星こは美味であった。
ほまち（浦待ち）　サメ漁などのとき漁獲した魚の一部を、自宅に無償で持ち帰ることができた。
これを「ほまち」といっていた。
みずあげちょう（水上帳）　船頭が記帳する帳面で、水上げ、販売の数量から船員への小口の貸し
金の記録などが記帳されていた。また、この帳面は「値立て」のとき問屋と照合して、値段交渉が
行われていた。
むかえがい（迎え買い）　和船時代問屋では迎え買い船を仕立てて、大島や唐桑沖で待機して入港
する船から魚を買い入れていた。迎え買い船は釣針や菓子なども積んでいて、漁船にとって便利な
船であった。
もとぶね（元船）　複数の漁船を経営するとき、最初に建造した船を元船と呼び、次の船を新船と
呼んだ。それ以上のときは、一番・二番・三番と呼ぶ。大要害家では四番船まであった。
やつ　和船時代のカツオの魚体の重さで、およそ 500匁をこう称した。大ムツはおよそ 600匁、
